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　"Horiko," literary meaning "digging person," was used 
for artisans between the 19th and the beginning of the 
20th century in a limited area in Tokamachi city and 
Oziya in Niigata. "Horiko" artisans built streets and dug 
tunnels according to a record from the mid-19th century. 
"Horiko" artisans were also known for their involvement 
in constructing houses and warehouses. An old document 
regarding construction work shows that a "Horiko" artisan 
family later worked as a stone mason. This example 
indicates that "Horiko" artisans were engaged in fundamental 
parts of construction related to digging land and dealing with 
stones. However, it has not yet completely revealed what 
construction work "Horiko" artisans were involved in.
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　１　研究の目的と背景
　１−１）普請帳にみる「堀子」
　新潟県十日町市上野の重要文化財星名家住宅の 附
つけたり
指定普請帳
の内、主屋の天保 12 年『家造立諸入用仮控』（図 4 ）、第一号土蔵
の大正６年 『第一号土蔵改築記』（史料３）、文化５年 『質蔵普請
諸色扣』（図２c）、明治 27 年『土蔵新築記』（図２d）、明治 28 年『土
蔵敷替普請見舞受納記』（図２e）の５冊の普請帳に「堀子」と称
する職人がみえる。この他に明治７年の普請帳 『水車家屋立扣』
（史料２）は、水車家屋自体が現存しないので指定物件になって
いないが、同普請帳にも「堀子」がでてくる。
　「堀子」の読みはホリコであろう。漢字の字面のみからでは、
堀子がどんな仕事をする職人かは予測しにくいが、当家普請帳
の内容から判断して、地面に穴を掘ること、基礎工事などの土
木工事、そして石工・石屋と強く関わった職種であり、職人で
あると推察がつく。しかし、普請帳には堀子の仕事の内容に関
して具体的な記述は少ない。
　一方、十日町市新
しんずい
水 「田村タニ家資料」弘化２年 『新水用水
堰堀子手間並内立渡方調』（史料１）と称する土木普請帳に堀子が
主要な職人（人夫）としてでている。そこでこれらの普請帳をも
とに「堀子」について、土木、建築の両面から仕事内容を具体
的に明らかにするのが、本研究の主要な目的である。
　１−２）星名家住宅の重文指定物件と修復
　星名家住宅の重要文化財指定物件は、a. 指定建造物、b. 附指
定物件、c. 建造物と一体をなして価値を形成している土地その
他物件の３部分から構成される。この内容を次に説明する。
　a.　指定建造物
　指定建造物は主屋１棟、付属屋として第一号蔵から第六号蔵
までの土蔵６棟の計７棟である。これらの建設年代は、主屋が
天保 13 年上棟で、土蔵６棟を建設築年代の古い順からならべる
と、①第二号蔵＝江戸中期（宝暦 10 年移築）、②第三号蔵＝宝暦
10 年、③第一号蔵＝天明３年（大正６年移築改造）、④第六号蔵
＝文化５年、⑤第四号蔵＝幕末期（明治 28 年移築）、⑥第五号蔵
＝明治 27 年となる。
　b.　附指定物件
　各指定建造物の建設年代や移築、修復経過などの根拠をしめ
す普請帳 11 冊・棟札２枚１組・銘札１枚、主屋の間取り絵図１
枚、これに加えて第四号蔵に接続する脇中門１棟がある。
図２　星名家蔵土蔵普請帳の表紙８点（a 〜 h）図１　地図　上野・星名家付近
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　c.　建造物と一体をなして価値を形成している土地その他物件
　土地として、宅地および畑地 5400 平方メートルがあり、この
土地内に所在する石垣・茶室・書斎・井戸を含んでいる。
　上の指定物件のうち、a の建造物、b の附指定の脇中門、c の
土地および土地に含まれる建造物を直接対象として、平成 17 年
から平成 23 年までの６年余にわたって修復事業が実施された。
　私は、星名家住宅の修理工事期間中に、重要文化財星名家住
宅の b. 附指定物件である、普請帳、棟札、銘札などの文字資料、
また、この外に星名家所蔵の未指定の普請帳、日記等文献資料
の解読に協力してきた。
　１−３）伊勢平治の石工、堀子
　私の堀子研究の契機になった最初は、上野の星名家住宅に程
近い第二藤巻医院の敷地の周囲を取り囲む石垣の調査である。 
当医院の石垣は、昭和８年から２年ほどにわたって、伊勢平治
集落の羽鳥富太郎が積んでいる。また、平成 17 年の中越地震 
によって被害を受けた石垣の修復には富太郎の倅羽鳥幸蔵があ
たった。石工幸蔵は大正 14 年生まれで、羽鳥家の三代目になる。
私は現在も石工幸蔵から石垣に関する聞き取りなどの調査をお
こなっている。ただ、幸蔵は平成 21 年に 84 歳で現役を退いて
いる［宮澤 2010 ］。
　ところで、星名家所蔵の大正６年の普請帳『第一号土蔵改築記』
に、次のような注目すべき記載がある（［史料２］）。
　「堀子　　伊勢平治　幸三郎
　　堀子　　伊勢平治　富太郎
　　堀子　　上　野　　亀　吉
　　石工　　野　口　　六　蔵」
　　（伊勢平治・上野・野口は集落名）
　ここに「堀子」として出てくる伊勢平治の幸三郎と富太郎の
両人は、羽鳥幸蔵の祖父と父親であって親子である。ところが、
上野の３キロメートルほど北方の仁田に所在する、北田如意庵
の石垣の天端石のひとつに「千手町＊１石工羽鳥富太郎　昭和
二十二年」 の刻銘があって、石垣を積んだ職人は富太郎である
こと、富太郎が石工であることもわかる。また、これ以前の昭
和８年、９年に、富太郎は上野の第二藤巻医院の石垣を積んで
いる。ただ、富太郎の肩書が「堀子」であったか「石工」であ
ったかは、今のところ文献資料などが見当たらず明らかにでき
ない。なお、第二藤巻医院石垣の前に立つ職人姿の富太郎の記
念写真が同医院に所蔵されている［宮澤 2010 ］。
　１−４）堀子と石工
　上にみるとおり富太郎の肩書は、大正６年の第一号土蔵改築
記に「堀子」とあり、昭和 22 年の北田如意庵の石垣にあっては
「石工」である。そして『第一号土蔵改築記』に、堀子富太郎と
並んで野口の石工六蔵がでている。このことから『第一号土蔵
改築記』では堀子と石工とは別々の職人として認識されていた
ことが知られる。
　堀子と石工、石屋などに注意して他の普請帳を見直すと、天
明３年『土蔵二戸前普請諸色留帳』に石切、石屋、文化５年『質
蔵普請諸色扣』に堀子、主屋の天保 12 年 『家造立諸入用仮控』
に堀子と石工、明治７年 『水年車家屋立扣』に堀子と石工、第
四号蔵の明治 28 年 『土蔵敷替普請見舞受納記』に堀子と石屋、
大正６年 『第一号土蔵改築記』に堀子と石工が同時に記載され
ている。そこで堀子および石工、石屋などそれぞれがどんな関
係かを調べる必要性を強く感じた。
　１−５）堀子と石工研究の出発点
　さて、『広辞苑』では掘子について「ほりご【掘子】①江戸時代、
鉱山で、坑内・坑外の鉱石運搬・排水、その他の労働に従事す
る人夫。②鉱山用の灯器。股になった木に松明用の竹を巻きつ
けて燃やす。（東北地方でいう）」とある。『郷土史大事典』や他
の辞典類でも「掘子」の①人に関する事項の説明は大同小異で
あって、鉱山の坑内坑外で働く人夫（鉱夫）を指している。
　しかし、星名家住宅の場合は、土蔵など建築の普請であって
鉱山のことではない。建築関係の家普請帳に出てくる「堀子」
の仕事内容は、鉱山の場合の「掘子」＊２と違っているはずであ
る。ただ、今のところ建築関係の家普請帳には職人である堀子
および堀子の仕事に関して、具体的な内容の記述は明治７年『水
車家屋立扣』に「水車流水場石づみ」（後出）と見える以外は見
当たらない。
　ところで石工羽鳥家の屋号は現在 「こーさ」である。屋号の
由来は、初代幸三郎が「こーさ」と呼ばれたことによるようで
あるが、羽鳥家 「こーさ」一家は、現在、地元で石工として名
が通っている。私はこれまで、「こーさ」一家は石工として三代
続いてきたと思っていた。だがしかし、主屋の天保 12 年 『家造
立諸入用仮控』、明治７年『水車家屋立扣』、明治 27 年『土蔵新
築記』、明治 28 年『土蔵敷替普請見舞受納記』、大正６年『第一
号土蔵改築記』では、堀子と石工とは別々の職人として認識さ
れているので、堀子の正体を確実に理解するためには、堀子だ
けでなく、建築職人、土木職人・人夫等の全般にわたって調べ
る必要があると考えた。
　私は、かつて「民家普請における職人についての一考察―新
潟県小千谷市民家の普請関係文書を中心にして―」と題する拙
文を認めたことがある［宮澤　1965 ］。ここでは小千谷市真人の
享保 14 年から明治 42 年にいたる間の民家９棟の建物の普請帳
14 冊を史料として、職人の種類、普請の期間と職人の工数、職
人の手間賃・祝儀などについて考察した。
　これら家普請帳の内の１冊である、大淵敏夫家所蔵の明治 33
年 『家作諸掛帳』に「ほりこ」が出ている。この「ほりこ」に
ついて、当時私は「地形人足はほりことも呼ばれ、地固めをす
る人足」と解説し、「手間賃は 22 銭であって、大工、木挽、屋
根屋の最高額と同じであるが、左官の 28 銭、27 銭よりは安い」
と記した。しかし「ほりこ」について、これ以上の検討や考察
はしなかった。本稿では、石工・石屋などとの関係を考察する
とともに、普請における「堀子」の正体をさらに明確にするこ
とに努めたい。
　１−６）土木普請帳
　このような調査研究中に、十日町市情報館の丸山克巳さんの
ご教示により弘化２年『新水用水堰堀子手間並内立渡方調』（史料
１）と称する土木にかかわる普請帳の存在を知った。新水は旧中
条村の枝村で、星名家のある上野から信濃川をへだてた東南東
10 キロメートルほどの位置にある（図１）。この土木普請帳の内
容から「掘子」は土木に係る専門の作業員であり、掘削を専業
とする人夫であることがはっきりする。しかし、星名家の建築
に関わる附指定の家普請帳に出てくる堀子は実際にどんな仕事
をしたか、その内容は具体的にならないが、まずは星名家の家
普請帳などをもとに建築にかかわる職人について調べる。
　２　星名家所蔵の普請帳にみる職人たち
　２−１）普請帳にみる職人たち
　星名家住宅所蔵の家普請帳のうち 11 冊は、主屋または土蔵
６棟の建造物の附指定として重要文化財に指定されている。こ
の外に建物が現存しないために附指定になっていない家普請帳、
日記等が 10 冊ほどある。附指定、未附指定を合わせた家普請帳、
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日記など（以下、これらを「普請帳等」とする）の中に、普請
にたずさわった大工・木挽をはじめとする職人たちが出てくる。
職人たちが普請帳に記載されるのは、星名家の場合、仕事始め、
上棟、竣工など節々の建築儀礼にさいして祝儀をもらったとき、
作料、手間賃を精算したときなどである。まず、普請帳等に記載
されている職人の職種を、普請帳の年代順に一覧表にした（表１）。
　表１の「附指定物件の普請帳に出てくる職人たち」から次の
ことが読みとれる。普請帳全体から「棟梁大工・脇棟梁・大工、
木挽、屋根屋、木羽屋、木羽石取、堀子、石工、石屋、石切、畳屋、
塗師屋」など、木工事、壁工事、屋根工事、石工事、雑工事（畳・
塗装）などに関わる多くの職人がみられる。
　この内、棟梁・脇棟梁を含む大工、木挽、屋根屋 （木羽屋・
木羽石取を含む）、石工事にかかわる堀子および石屋・石工・石
切などの職人は、天明３年『土蔵二戸前普請諸色留帳』を除いて、
すべての普請帳にみえる。
　一方、畳屋と塗師屋は主屋の普請帳のみにみられる。事実、
畳を敷き建築部材に漆塗装を施してあるのは主屋にかぎられて
いる。ただ、土蔵入口の「大戸」には漆塗りがしてあるが、も
ともと居職である塗師屋は現場でなく自宅で仕事をしたため、
土蔵の普請帳には出てこないのであろう。
　本稿で問題にしている「堀子」について表１から知られるこ
とは多くない。そこで範囲を広げて星名家所蔵の未指定の普請
帳も調べてみた。この中には、重要文化財指定物件である主屋、
および土蔵６棟に直接関係する普請帳等は含まれておらず、前
身主屋の普請帳、および小規模な家屋や長屋などの普請帳であ
図 4　主屋天保普請の普請帳３点の表紙（a 〜 c）
№　普請帳名称　　　　　　年　代　　　　備　考
＜職人等の職種名称＞
１　土蔵造立諸色入用牒　　　宝暦 10 年　　　（職人なし）
２　土蔵二戸前普請諸色留帳　天明３年
　＜棟梁・木挽・木羽石取・石切・石屋＞
３　質蔵普請諸色扣　　　　　文化５年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子＞
４　家造立諸入用仮控・主屋　天保 12 年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子・
　石工・畳屋・塗師屋＞
５　棟上祝・主屋　　　　　　天保 13 年　　　（職人なし）
６　家移祝儀受納扣・主屋　　天保 13 年　　　（職人なし）
７　水車家屋立扣　　　　　　明治７年
　＜棟梁・脇・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子・石工＞
８　土蔵新築記　　　　　　　明治 27 年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子＞
９　土蔵敷替普請見舞受納記　明治 28 年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子・石屋＞
10　上等土蔵上棟帳・同上　明治 29 年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・屋根屋・石屋＞
11　普請記録・同上土蔵　　明治 29 年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・屋根屋・石屋＞
12　第一号土蔵改築記　　　大正６年
　＜棟梁・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子・石工＞
　〔各職人が記載されている普請帳点数集計〕
　＜ 棟梁９, 脇棟梁１, 大工８, 木挽９, 左官８, 木羽屋６, 木羽石
取１, 屋根屋２, 堀子６, 石屋４, 石工３, 石切１＞
№　　年号　　『普請帳等名称』
＜出てくる職人＞　　　内容注記・備　考
13　寛延２年『家造立諸入金並材木代留帳』
　＜大工、木挽、鳶、石屋、穴掘、柱穴掘、石切、畳屋＞
　　前身の主屋、茅葺き。天保６年の上野大火で焼失。
14　寛延３年『日　記』
　＜大工、木挽＞
　　各所に普請関係の記事がある。
15　宝暦 10 年辰６月吉日「石屋利右衛門」
　＜石屋＞部材断片の墨書、枘の部分か。
16　宝暦 13 年未２月吉日 『平右衛門家造諸用記』上野村星名
佐次右衛門
　＜大工、木挽＞
　 ウラ表紙に「越後国魚沼郡妻有之庄吉田之郷　佐次右衛門
　歳弐拾六才」とあり、土蔵と同綴。
　 「牛腸・見舞貰覚」３月 13 日夕に呼び牛腸＜大工・木挽９
人＞この外に＜大工・木挽８人＞＜大工・木挽７人＞＜大工・
木挽・のみ入 10 人＞＜大工・木挽 10 人＞など牛腸がある。
17　天明４年甲辰３月吉日『普請入用帳』□□　勘兵衛
　＜大工、木挽＞
　＜大工・木挽６人＞
18　丁卯文化４年正月吉日『記録帖』星名氏邦司
　＜大工、木挽、車大工＞
　 日記抄録。建築に関係する記事が数カ所にある。文化５年
５月より土蔵普請、職人祝儀：＜棟梁忠七 500 文・市助 300 文、
大工 200 文６人、木挽 200 文３人＞。６月 26 日土蔵ガワ立、
閏６月 11 日棟上ヶ。文化５辰年８月より水車普請、信州木
崎多左衛門殿より大工頼ミ申候、＜車大工佐之助＞
19　文政４己年５月吉日『屋根葺替諸色扣』星名佐次右衛門
　＜屋根屋＞
　 標題脇に「文政 13 寅４月　北ひら葺替委細此帳末ニ記」と
ある。＜屋根屋 112 人半（３月 24 日〜 4 月 12 日）＞
20　文政八酉年四月吉日『長屋普請帳』星名氏
　 ＜棟梁、大工、木挽＞　上町七助屋敷江長屋造、間口弐間
裏行四間／同嘉兵衛屋敷江長屋造、間口弐間四尺裏行四間。
４月13日ちょうな立祝儀＜大工保之七、木挽＞。棟上＜棟梁、
大工、木挽 21 ＞巳年７月 23 日夜より『もらい物覚』
　＜大工、木挽、桶屋、木羽、□左官＞
21　天保６年上野大火時火事見舞帳。職人日料＜大工、木挽＞。
　職人覚＜大工、木挽、おけや、木引、木羽、□官＞
22　辛丑天保 12 年３月吉日『萱縄買覚帳』　半帳
　＜職人なし＞
23　天保 12 年丑９月「御注文引請取極証文之事」
　＜石工＞
　 千手村石工へ注文証文控。中屋敷村石工　四郎市、安□□
寺村石工　市左衛門、中屋敷村親類受人与三兵衛、上新井
村受人善次郎。（宛先）上野村星名藤左衛門殿、徳□郎殿
特　明治７年『水車家屋立扣』星名佐藤次
　＜棟梁・脇・大工・木挽・左官・木羽屋・堀子・石工＞
表１　附指定物件の普請帳に出てくる職人たち
表２　未指定普請帳等と記載の職人一覧表　（No.13 〜 23、特）
a b c
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　　表３　水車家屋の職人一覧
る（表２）。これら普請帳には「堀子」は、先に取りあげた『水
車家屋立扣』以外の資料には出てこない。なぜだろうか。その
理由は星名家住宅のような上層住宅と、小規模家屋や長屋など
下層住宅との間には、建物の規模や格式にしたがって建設工事
の施工上でも大きな差があったためと考えられる。
　未指定の普請帳等 No.13 〜 22 のうち、No.13 は星名家前身主
屋の造立覚帳、No.19 は前身主屋の屋根替え控帳、No.21 は前身
主屋の火災の際の貰い物の覚書、No.22 は火災後の主屋再建にあ
たって、茅（萱）・縄買い覚え帳であって、いずれも星名家の前
身および現主屋に関わっている。また、No.15 の部材断片は第二
号土蔵のもので、星名家で別途保存していたものである。
　これに対して残る No.14 は日記、No.16 は『平左衛門家造諸
用記』、No.17 の『普請入用帳』は勘兵衛の住宅、No.18 の『記
録帖』には土蔵、水車の普請の記事があり、車大工が出てくる。
No.20 は『長屋普請帳』で、上町の七助屋敷、嘉兵衛屋敷に長屋
造の住宅２棟を建てた。No.23 は石工の注文証書である。この
内、No.14、18 は日記、23 は注文証書であるので、これを除く
No.16、17、20 が住宅関係の普請帳ということになる。これらの
普請帳にあらわれる職人は、大工、木挽の２職種の職人に限ら
れており、屋根屋や左官、石屋などの職人は見当たらない。
　このことは、木工事には職人である大工、木挽の手はかかっ
たが、屋根工事、壁工事には専門の職人が関わらなかったから
であると考える。つまり、屋根工事、壁工事は、専門の職人で
ない使用人、器用な村人など素人があたったと考えられる。こ
のような住宅の建て方、職人の関わり方は、当時の一般民家に
あっては特に珍しいことではなかった。
　２−２）普請帳にみる堀子
　堀子に関する記述が詳細である２冊の普請帳、明治７年 『水
車家屋立扣』および大正６年『第一号土蔵改築記』にみる「堀子」
に関する個所を、まず抜き出してみる。続いて掘子に関して佐
渡島の場合を具体的に取りあげて、家普請帳で不足している部
分を補いたい。
   （1 ）　明治７年『水車家屋立扣』［史料２］
　『水車家屋立扣』は水車家屋の普請に係るもので、水車それ
自体を作ったのではない。普請帳から、堀子とその仕事の内容
を理解するために必要な箇所を抄録する。
「　 　　頭西うら徳右衛門
　一堀子　　　　　九　人　　
　　　是ハ流水場石づみニ付
　　　先日より雇置候ニ付□致候
　一人足壱人　　　丸屋より　　　　
　　　是ハすけニ遣被下候分
　一壱人　　　　　寿　作　　　　　
　　　是もすけニ参呉候分
　　　　　（中略）
　一水車流水場石ヅミ相□、堀子
　　明日引払ニ相参候ニ付、堀子、職人、人足並
　　奉公人ニ至候迄夕飯ニ酒呉る
　　今日水車がわ立致候　　堀子・職人・人足・奉公人」
　上の史料にみるように、堀子は明治７年 10 月９日に水車流
水場の石積みをしている。翌日に水車家屋の側立てをし、10 月
13 日には水車家屋が上棟し、上棟祝をする運びとなった。大工
棟梁、脇棟梁以下、計 19 人の職人たちに祝儀がでた。普請帳の
記載順に職人の職種名とその人数を書きあげる（表３）。祝儀は 
「金」もらった大工棟梁・脇棟梁をはじめとする職人９人を前半
に、大工７人以下 「銭」で祝儀をもらった職人 10 人を後半に書
き別けている。堀子２人は前半にあって、「金」で祝儀をもらっ
ている。なお、普請帳には、水車流水場の石積みの工事がある
のに石工の肩書を持つ職人はみえない。堀子が石積みしている。
前半９人
大工棟梁・脇棟梁・大工２人、木挽、木羽屋、左官、堀子２人、
後半 10 人
　―　　　―　　　大工７人、　―　　木羽屋、木羽２人　―
　　＊　数字がないものは１人。
　　＊＊ 大工棟梁・脇棟梁に続く二人に肩書が書いてないが大工と推定。
　上の表から分かるように、大工と木羽屋は前半と後半の両方
に出てくる。つまり、祝儀を「金」でもらった者と、「銭」でも
らった者の両方がいる。この違いは、職人の地位などの格差を
示すものであろうか。
   （2 ）　大正６年『第一号土蔵改築記』
　水車家屋を普請した 44 年後に、土蔵の移築・改造の普請があ
り、普請帳『第一号土蔵改築記』が作られた。その内容は「概要・
大正７年 10 月９日工事落成祝・職人祝儀・夕飯膳・普請受納品」
の順になっている［史料３］。当普請帳が注目されるのは、
　①年代が大正期の新しいものだけに、工事落成のさいに祝儀
金をもらっている、
　②伊勢平治の石工幸蔵の祖父幸三郎、父親富太郎の氏名がわ
かり、その肩書が「堀子」である点、
　③これに続いて「上野　堀子亀吉、野口　石工六蔵」とあり、
堀子３人、石工１人であって、堀子の人数が石工より多く、記
載順は堀子の方が石工より先である点である。
　第一号土蔵の移築・改造の 30 年後にあたる昭和 22 年に、富
太郎は石工の肩書で、北田如意庵の石垣を築いている。第一号
土蔵では堀子であり、北田如意庵では石工である。同一人であ
るが肩書は異なっている。つまり、富太郎は堀子から石工に変
わったのである。肩書が変わったからには仕事の内容もかわっ
たと考えてよいであろう。富太郎の場合、堀子と石工とでは実
際の仕事の上でどのような違いがあったであろうか。
　現在、大正期生まれ以前の現役を務める石工はほとんどがい
なくなってしまった。また、堀子と石工の別もなく、「堀子」は
当地ではすでに忘れられ去られた職人の一種になっている。
   （３）　もう一つの掘子の内容―佐渡島の場合
　佐渡市在住の高藤一郎平氏から佐渡の「ほりご」、石屋、石工
について、次のご教示をえたので参考にしたい。
　①掘子は、採鉱現場の内外で運搬や排水など雑役に使われた
人夫のこと。山師や金
かな
子
こ
に雇われた。相川では「金子」は金児
と書いた。
　②鉱山用の灯り装置を「ほりご」ということもある。
　③石臼や石地蔵を造った羽茂でも、原石を山取りする人と細
工をする人は別である。羽茂では石工をイシキリと読む。原石
を採掘する山出し、山取りもする。石臼しか作れない人はウス
キリといって区別する。
　④一般的には石屋は石積みをする者。石
いし
屋
や
は最近の言葉か。
　⑤相川に石細工する職人が集まった石
いし
切
きり
町
まち
がある。鉱山の抗
夫は大
だい
工
く
といって区別した。
　上にみるなかで、高藤氏のいう①②は、広辞苑の①②と内容
がほぼ一致している。③羽茂の事例は、石を扱う職人の仕事は
その内容によって呼び名が異なっており、石工事にあたる職人
の仕事内容は多様であることを示唆している。また、広辞苑や
上の事例から「掘子」の語彙やこれにあてる漢字は、地域的に
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　『水車家屋立扣』にみえる職人は、田麦の大工棟梁六蔵以下
全体で 19 人、この内、上棟祝儀を「金」で貰っている職人は大
工棟梁に続く前半の９人、「銭」で貰っている職人はその後半に
続く 10 人である。このことは前に記した。堀子の２人はともに
金一朱を貰っており前半に記載されている。このほかに金一朱
をもらったのは大工 2 人、木挽・木羽屋・左官各１人である。
　『第一号土蔵改築記』には 14 人の職人がみえ、この内３人が
堀子である。堀子の落成祝儀は伊勢平治の幸三郎が２円、息子
富太郎が１円であり、もう１人上野の堀子亀吉も１円、これに
続く石工も１円である。祝儀金額２円は棟梁格の５円の祝儀に
くらべて半額以下であるが、５円に次ぐ金額であり、祝儀の金
額からみても、土蔵移築・改造普請にあって、堀子が職人とし
て扱われており重要な位置にあったことが推測できる。
　祝儀金額の多少は、職人の職種の違いや職種内での上下関係、
各職人の出面の多少と関わっていると考えられるが、祝儀の金
額、その他の事例から推して堀子の地位は決して低くなかった
と判断される。堀子は石工の手元をするような職種ではなかっ
た。大工においては「穴掘大工」「穴掘」といって、鑿で貫穴な
どばかりを掘らせられている未熟な大工がいる。掘子が穴掘と
やや類似する語感があることから、「堀子」も未熟な職人とおも
われる嫌いがないでもないが、ここでは「そうでない」ことを
特に書き添えておきたい。
　３−２）石工と堀子の仕事内容
　次に他の文献や聞きとりなどから石工と堀子の違いを考えて
みたい。
　石を取りあつかう職人である石屋、石工、石切などについて、
遠藤元男は、［遠藤 1985 ］の「石屋」の項目で次のように解説
している。しかし、「堀子」は出てこない。
　「石屋　いしや　　①石材の採掘や加工をする職人と、②石
材を販売する商人とをさしているが、普通には石材販売を主と
する商人の石材店のことをいい、そこに加工生産する何人かの
職人の石工が雇われていた。石材の採掘と加工と販売とはしだ
いに分化してきた。石材の採掘、加工の技術者は古代では石作
という工人であった。独立した職人となったのは十三世紀の中
世からで、石切といっていた。十七世紀の近世からは石工とい
うようになった。（中略）③十八世紀からは運送手段の発達によっ
て都市にも石材加工、販売の石屋が生まれ、遠くから石材を取
り寄せて、その仕事場で加工した。こうして④原石の切り出し
を主とする石切と⑤石材加工を主とする石工とに区別された」。
　西村浩一は民俗学大辞典の「石屋」の項で次のように記して
いる［西村 1999 ］。
　「いしや　石屋　　石材を採掘したり加工したりする職人。
石工ともいう。仕事の内容により、丁場と呼ばれる石切場で、
⑪石材の採掘に従事する山石屋、⑫土木建築の土台作りをする
石工、⑬石垣作りをする石工、⑭石塔、石碑、鳥居、燈籠、墓
石などを製作する細工 （加工・仕上げ）石屋、⑮石臼作りの石
屋などにわかれる。これらの中には兼業として営んでいる職人
も多い。また⑯石材を販売する店も石屋という。（中略）近年、
機械化が進み、石材の切断、研磨、などにも機械が導入されて
いる」。（文中の①から⑤および⑪から⑯の番号は筆者が便宜の
ために付けた）
　遠藤氏、西村氏の石工、石屋の解説では、現場での仕事の具
体性に欠ける。
　次に「こーさ」一家の仕事、作業内容を、星名家住宅、第二
藤巻医院、川西地区の石垣・石積みの実例、また、石工羽鳥幸
蔵からの聞取りなどと、上記の遠藤、西村の解説とを照合する
と以下のようになる。
　「こーさ」の仕事、作業内容は、［遠藤］の①⑤、［西村］の
⑫⑬⑭にほぼ当てはまる。この一方で［遠藤 1985 ］ の②③④、
［西村 1999 ］の⑪⑮には当てはまらない。このことから「こー
さ」は②⑯の石屋でなくして石工である。これらが石工「こーさ」
の本来の仕事であり作業内容であった。
　ところで、［遠藤 1985 ］、［西村 1999 ］などには「堀子」がま
ったく出てこないので、掘子は全国的に広く使われていた職人
などの名称ではなく、地方的な職人の名称であることが推測で
きる。星名家の普請帳によれば、堀子は、少なくとも文化五年
から大正六年までの一世紀余の間は使われていた。しかし、堀
子の名称は現在ではすでに地元の人々の間で忘れ去られている。
これに対して石屋、石工は現在も広く使われている。
　石をあつかう工人、職人の古代から近世までの変遷は［遠藤
1985 ］によれば、石材の採掘、加工の技術者は古代では石作と
いう工人である。独立した職人石切となったのは 13 世紀の中世
からであり、石工というようになったのは 17 世紀の近世からで
ある。18 世紀からの運送手段の発達によって、都市にも石材加
工、販売の石屋が生まれ、遠くから石材を取り寄せて、仕事場で
加工した。こうして原石の切り出しを主とする石切（山石屋）と、
石材加工を主とする石工とに区別された。
　星名家の天明３年の土蔵普請帳に、石屋とともに中世以来の
職人の名称である石切が出てくる。ただし、資料の限界があって、
それ以前のことは分からない。
　時代はずっと下がった、明治 26 年、霜条村の蔵品乙蔵は星名
家菩提寺長安寺の鐘楼の高い基壇の石垣を積んだ。その基壇石
垣の天端石に「石垣職工　霜条村　蔵品乙蔵　明治二十六年九
月」の銘を刻んだ。石垣職工は、石垣を積む石工を意味しており、
明治中ごろ当時、ハイカラな呼称として特に用いたのであろう。
同じ頃の明治 27、８年の星名家土蔵の普請帳には堀子がみえる。
　長崎の柿森和年氏から「堀子という石工関係の職人は、石垣
の基礎を掘り下げて整え、そこに石垣を積む役割」をもってい
よって違いのあることも推測される。さらに普請帳にでてくる
「堀子」自体が地域的な呼称、つまり方言である可能性も大であ
る。このことは今後の調査研究によって明らかにしたい。
　なお、［歴史学会 2005 ］に載っている「掘子」は鉱夫のこと
として詳しい説明がある＊３。
　３　堀子から石工へ
　３−１）祝儀にみる堀子の地位
　先にみた明治７年 『水車家屋立扣』および大正６年 『第一号
土蔵改築記』によって堀子の仕事内容、職人としての地位を考
えてみよう。堀子の祝儀の金額を他の職人とくらべるために、
表４、表５を作った。
　　　表４　明治七年『水車家屋立扣』にみる職人の上棟祝儀
表５　大正六年『第一号土蔵改築記』にみる職人の落成祝儀*
大工棟梁　脇棟梁　大工　　木挽　　木羽屋　左官　　堀子　　木羽
２朱①　　２朱①　１朱②　１朱①　１朱①　１朱①　１朱②　
外ニ下桐箱　　　　320文④　　　　 320文①　240文②　　　　240文②
　　　　　　　　 240文③
〆金２分３朱と銭３貫120文
棟梁　　大工　　左官　　木挽　　木羽屋　　堀子　　石工
５円①　１円①　５円①　１円①　２円①　　２円①　１円②
　　　　　　　　　　　　　　　　１円①　　　　　（祝に招かず **）
　　　　　　　　　　　　　　　　50 銭③
　　*　 祝儀金とともに職人すべてに「扇子１包」を添える。
　　　　○中の数字は職人の人数である。
　　**　祝に招かなかった石工に塩鱒を添え送る。
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たのではないか、とのご教示を得た。そこで本研究の目的を達
するために、堀子 「こーさ」の現場での仕事を頭に描きながら
仮説を立ててみたい。「こーさ」一家は、堀子から石工になった。
しかし、堀子みなが石工になった訳ではないと思われる。どん
な堀子が石工になれたのだろうか。
　４　土木の普請帳「用水堰堀子手間」
　４−１）　土木の普請
　星名家の普請帳に、職人 「堀子」が出てくるが、この堀子の
具体的な仕事内容は石積みのほか明確に描きだせなかった。石
工とは別の職人であること、石垣や石積みなどと深く係わって
いること、工料や祝儀は他の職種、職人とくらべて低くないこ
となどがわかる。これに対して、星名家所蔵のものでないが、
土木普請帳からは「堀子」の仕事内容がはっきりと判明する。
旧新水村『新水用水堰堀子手間並内立渡方調』［史料１］ほかの
文献史料によって、堀子の正体を探ってみよう。なお、［古文書
Ｇ　2008 ］では「堀子」を「土木工事専門の作業員」と説明する。
　４−２）新水用水堰の開削の見積り
　中条村では十日町陣屋の示唆どおり、弘化２年５月に「年貢
上納に差支」たことを名目にして、50 両の拝借金を受け取った。
新しく作る用水堰の見積りは、用水の延長 1070 間（ 1.945 ㎞、１
間＝ 1.818 ｍとして）、この内、操抜穴（トンネル）93 間４尺（170.3 
m）で、その経費は金 66 両余、堀子人足 1806 人とするもので
あった。
　４−３）新水用水堰の施工と掘子
　土木普請帳 『新水用水堰堀子手間並内立渡方調』の内容は、
前半に、弘化２年５月７日より６月８日までの用水堰に勤務し
た日数を堀子 24 人の一人一人について記し、また、その最後に
「四十三人半、村堀子勤」、「六十八人　□□手間」と書きあげる。
これらの総手間は 586 人となる。この前半部分の冒頭と文末の
原文を以下にあげる。
　［前半］
　「　　　勤職人手間
　　　　　　　但寅吉手控立会取調
　　五月七日より六月八日迄之間改
　　一　三拾人半　　　　　　寅　吉
　　一　三拾壱人　　　　　　徳右衛門
　　一　三拾壱人　　　　　　重　蔵
　　一　三拾人　　　　　　　乙　松
　　一　弐拾三人半　　　　　喜右衛門
　　一　弐拾四人　　　　　　露　松　　」
　　　（中略）
　「一　拾人半　　　　　　　与　助
　　一　三拾弐人　　　　　　熊　蔵
　　一　四拾三人半　　　　　村堀子勤
　　一　六拾八人　　　　　　より手間
　　惣〆五百八拾六人　　　　　　　　　」
　後半は、寅吉に請負わせた用水堰掘りおよび操抜穴の穴掘り
を内容としている。この後半部分の冒頭と文末の原文の読みを
以下にあげる。
　［後半］
　「　　　寅吉より堀子え為請負候分
　　　　　　　手控立会改
　　一　百七拾七間
　　　　　此日料　銭拾六貫六百六拾文
　　　　　　訳　
　　　　　　　七拾六間　　　　　　間百拾文宛
　　　　　　　　此日料　銭八貫三百六拾文
　　　　　　　四拾間　　　　　　　間八拾文宛
　　　　　　　　此日料　銭三貫弐百文
　　　　　　　五拾壱間　　　　　　間百文宛
　　　　　　此日料　五貫百文
　　　　　　〆
　　一　繰抜穴拾五間半　　　　　　間三百文宛
　　　　　此日料　銭四貫六百五拾文　　　　　　」
　　　　　（中略）
　「
　　〆　九百四拾八間弐尺
　　　　日料〆銭百四拾壱貫三百四拾六文
　　　　外
　　　　銭四拾九貫弐百弐拾四文　□地代
　　　　　　　　　　　　　　　　壱人ニ銭八拾文宛
　　　　　　　　　　　但　勤人足五百八拾六人分
　　合銭百九拾貫五百七拾文
　　　此銭金弐拾九両三分ト百七拾文 　　　　 　　　」
　調書は７月に陣屋に提出。農繁期のため下条村岩野の寅吉が
請負。普請は５月７日に始まり６月８日に１カ月で完成。人足
586 人（見積りの 32.4％）、工費は扶持米代１人に付き 86 文を加
えて金 29 両３分銭 170 文（見積りの約 45％）である。寅吉が熟練
した堀子を集め、１間 100 文前後で請け負わせたことにあった。
　新水の用水堰には「繰抜穴」があり、その長さ「間」と、「間
当り」の難易度にしたがって単価を書きこんである。これにし
たがって日料を計算している。最後に〆て、全長と全日料を記し、
合計の金額を書いている。
　５　堀子についての仮説と結論
　堀子の土木工事における仕事の具体的内容は旧新水村の『新
水用水堰堀子手間並内立渡方調』などの資料によって判明する。
この一方で建築工事における堀子の仕事内容は、家普請帳など
には石積み以外に具体的な記載がなく、また、「堀子」の名称は
現在、使用されなくなっていることもあって文献資料、聞取り
調査などによって明らかにできない。そこで「堀子」の職能に
関して、本稿では仮説を立て解決の一手段としたい。
　５−１）　仮　　説
　仮説一　　堀子の本来の主要な職能は、地面を掘削すること
であり、堀子はこれを専業とする職人（人夫）であった。道路を
造りトンネルを掘り、また、井戸などを掘ることが本職である。
　仮説二　　堀子の一部に掘削ばかりでなく、一段上の技能を
必要とする石垣積みに意欲を持ち、これを習得する者があらわ
れた。この一例が堀子「こーさ」一家であった。事実「こーさ」
親子の職種は大正期以降に「堀子」から「石工」に変わってい
る＊３。
　仮説三　　「堀子」から「石工」に変わった大きな理由は、
掘削し、必要に応じてそこに石垣を積む仕事を加えることで、
一連の工事の施工が完成する。完成することにモノ造りである
職人の満足感があった。
　例えば登録有形文化財星名家の雪穴＊４は、「こーさ」が施工し
たか否かは不明であるが、堀子と石工の仕事を一貫して施工す
る方が合理的である（図６）。
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　石垣のなかには石垣を積んだ職人名を刻んだものがある。石
工を専業にするものの誇りのあらわしたものと考えられる。
　仮説四　　「堀子」は新潟県の十日町・小千谷を中心にした
地域で用いられた地域的呼称、つまり方言である。
　５−２）　結論
　「堀子」および「堀子」と「石工」の仕事に関して立てた上
の仮説によって、ここに一応の結論を導き出そう。
　建築工事における堀子の仕事は、土木工事の施工における仕
事に比べて小規模である。道路やトンネルの土木工事にみるよ
うに堀子のみの仕事で完結する大規模な仕事はない。このよう
な状況にあって、堀子の仕事は建物の基礎工事の掘削や地固め、
石積みなどであったと考えられる。技術を習得して堀子が石工
になると、建物基礎の布石を積むことも仕事になり、また、敷
地周囲の石垣も積むことになり仕事の範囲が広がった。石垣に
はデザイン感覚も要求されることになった。このような環境の
なかで、星名家住宅、第二藤巻医院にみられるような「蓮華積
み石垣」＊５（図５）は創造された可能性がある。
【注】
＊１　当時の伊勢平治は千手町に属していた。千手は旧川西町
役所の所在地。
＊２　ほりご・ほりこ。鉱夫は掘子（手偏）、普請帳では堀子（土
偏）を使っている。本稿では「堀子」と「掘子」を使い分けた。
＊３　これと類似する例として［歴史学会2005］「掘子」の項に「掘
大工のもとで修行して、掘大工になるものも多かった」とある。
参考のため、「堀子」の項の説明文を以下に転載する。
　　「江戸時代の鉱山で坑内から鉱石を搬出する鉱夫のこと。
秋田藩の鉱山書 『鉱山至宝要録』には「叺
かます
に入たる荷と硏
ずり
と
を鋪
しき
の外へはこぶ者を掘子と云ひ」とある。山師や金
かな
子
こ
に雇
われた。一つの採掘場には採鉱夫の掘大工１名と掘子１〜３
名の小集団が従事し、１日数組が交代制で採掘した。幕末期、
秋田藩大
おお
葛
くぞ
金山では掘大工の日給 150 〜 200 文、掘子の日給
140 文、但馬の生
いく
野
の
銀銅山では掘大工の日給２〜３匁、掘子
の日給１匁前後であった。掘大工のもとで修行して掘大工に
なる掘子も多かった。（脇野　博）」
＊４　登録文化財星名家住宅雪穴（図６）
　　平成 14 年７月 16 日付け文部科学省告示第 154 号。
　　石造、面積 36 ㎡、深さ３ｍ。江戸時代。雪季の積雪を保存
し、主に酒造関連の冷蔵所として利用された。法面勾配３分
ほどの玉石乱積み壁面を一辺５ｍ程の正方形平面に築き、西
壁面に階段をつける。
　　　　　　図６　星名家住宅配置および雪穴位置
図 5　蓮華積み石垣
＊５　蓮華積み石垣は川石を用いており、十日町市、小千谷市
の信濃川流域にみられる。特に旧川西町に多い。「こーさ」
が川西町の出であることと関係があると考えられる［宮澤
2010 ］。
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［史　料１］
　　　弘　化　二　年
　新水用水堰堀子手間並内立渡方調
　　　乙　巳　六　月　　　　　　　 庄屋　謙助扣
　　　勤職人手間
　　　　但寅吉手控立会取調
五月七日より六月八日迄之間改
一　三拾人半　　　　　　寅　吉
一　三拾壱人　　　　　　徳右衛門
一　三拾壱人　　　　　　重　蔵
一　三拾人　　　　　　　乙　松
一　弐拾三人半　　　　　喜右衛門
一　弐拾四人　　　　　　露　松
一　拾四人半　　　　　　佐重郎
一　拾八人半　　　　　　与　吉
一　弐拾三人半　　　　　久　松
一　弐拾八人半　　　　　四郎治
一　弐拾弐人半　　　　　酉　松
一　拾九人半　　　　　　藤　蔵
一　拾三人　　　　　　　茂　吉
一　拾弐人　　　　　　　久　蔵
一　三人半　　　　　　　仙　蔵
一　弐拾四人半　　　　　仁三治
一　拾三人　　　　　　　力　蔵
一　拾七人半　　　　　　多　八
一　拾壱人　　　　　　　□　松
一　拾四人半　　　　　　勘治郎
一　拾三人　　　　　　　丹　蔵
一　拾三人　　　　　　　久太郎
一　拾人半　　　　　　　与　助
一　三拾弐人　　　　　　熊　蔵
一　四拾三人半　　　　　村堀子勤
一　六拾八人　　　　　　□手間
惣〆五百八拾六人
　　　寅吉より堀子え為請負候分
　　　手控立会改
一　百七拾七間
　　　此日料　銭拾六貫六百六拾文
　　　　訳
　　　　　七拾六間　　　　　　間百拾文宛
　　　　　　此日料　銭八貫三百六拾文
　　　　　四拾間　　　　　　　間八拾文宛
　　　　　　此日料　銭三貫弐百文
　　　　　五拾壱間　　　　　　間百文宛
　　　　　　此日料　五貫百文
　　　　〆
一　繰抜穴拾五間半　　　　　　間三百文宛
　　　此日料　銭四貫六百五拾文
一　百壱拾七間半
　　　此日料　銭拾二貫八百七拾文
　　　　訳　
　　　　　六拾七間半　　　　　間百文宛
　　　　　　此日料　銭六貫七百五拾文
　　　　　五拾壱間　　　　　　間百弐拾文宛
　　　　　　此日料　銭六貫百二拾文
　　　　〆
一　繰抜穴拾弐間
　　　此日料　五貫八百文　間四百五拾文宛
　　　　　　　　　　　　　外四百文宛
一　三拾七間半
　　　此日料　銭三貫三百六拾文
　　　　訳
　　　　　拾八間　　　　　　間百拾文宛
　　　　　　此日料　壱貫八百文
　　　　　拾九間半　　　　　間八拾文
　　　　　　此日料　壱貫五百六拾文
　　　〆
一　九間半　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭六百六拾五文
一　五拾間　　　　　　　　　間九拾五文宛
　　　此日料　銭四貫五百文
一　拾八間　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭拾弐貫六百文　（壱貫弐百六拾文の誤り）
一　八間　　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭五百六拾文
　　　　
一　繰抜穴五間四尺
　　　　　　　　　　　　　　間三百文宛
　　　此日料　銭壱貫七百
一　弐間　　　　　　　　　　間八拾文宛
　　　此日料　銭百六拾文
一　五拾五間半
　　　此日料　銭拾三貫八百九拾文
　　　　訳
　　　　　拾六間半　　　　　間七拾文宛
　　　　　　此日料　銭拾壱貫五百五拾文
　　　　　三拾九間　　　　　間六拾文宛
　　　　　　此日料　銭弐貫三百四拾文
　　　　　〆
一　百四拾間壱尺　　　　　　間百弐拾貫文宛
　　　此日料　銭拾弐貫五百文
一　弐拾九間
　　　此日料　壱貫八百文
　　　　訳
　　　　　七間　　　　　　　間百弐拾文宛
　　　　　　此日料　八百四拾文
　　　　　拾弐間　　　　　　間八拾文宛
　　　　　　此日料　銭九百六拾文
　　　　　〆
一　繰抜穴四間壱尺
　　　　　　　　　　　　　　間弐百三拾文宛
　　　此日料　壱貫四拾弐文
一　繰抜穴三間半　　　　　　間弐百五拾文宛
　　　此日料　銭八百七拾五文
一　弐拾四間　　　　　　　　間六拾文宛
　　　此日料　壱貫四百四拾文
一　七拾五間　　　　　　　　間九拾文宛
　　　此日料　六貫七百五拾文
一　七拾六間四尺　　　　　　間百弐拾文宛
　　　此日料　九貫百四拾文
一　弐拾五間　　　　　　　　間百三拾文宛
　　　此日料　四貫弐百五拾文
一　繰抜穴参拾四間　　　　　間弐百五拾文宛
　　　此日料　八貫五百文
一　四拾三間弐尺　　　　　　間六拾文宛
　　　此日料　弐貫弐百九拾文
一　繰抜穴拾四間　　　　　　間三百五拾文宛
　　　此日料　五貫九百文　　外壱貫文増
一　七間弐尺　　　　　　　　間百三拾文宛
　　　此日料　九貫百四拾四文
　　　
〆　九百四拾八間弐尺
　　　此日料〆銭百四拾壱貫三百四拾六文
　　外
　　　銭四拾九貫弐百弐拾四文　扶（扶持）地代
　　　　　　　　　　　　　　　壱人ニ銭八拾文宛
　　　　　　　　　　但　勤人足五百八拾六人分
合銭百九拾貫五百七拾文
　此□諸金弐拾九両三分ト百七拾文
図７「新水用水堰堀子
手間調」表紙
図８　原文−普請帳の最後部
之
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［史　料２］
明治七年甲戌秋
水車家屋立扣
　　　 星名佐藤次
　　　記
　　　　　　　　　分家
一味
ミ
噌
ソ
煮
ニイ
まめ弐升程　新宅
　　是ハ普請中参候
　　　　　　　下町桶屋
一菜三束也　　　　太右衛門
　　同断
　　　　　　　分家新田
一漬かうかう　　　丸　屋
　　同断
　　　　　　　　上　町
一細引大根中ざる入　寿　作
　　同断
　　　　　　　　上西ノ
一芋弐升程　　　　庄　作
　八つ頭壱束
　〆
　　同断
　　　十月七日
一水車家屋地行　石場かツ＊（＝石場勝ち）
　　右場所ニおいて人足之者江
　　祝清酒五升　かうかう＊（＝香物）
　　ヲ付テ呉る
　　　右　人　足
　　　　　　　頭西うら徳右衛門（頭西は屋号か）
一堀子　　　　　九　人
　　　是ハ流水場石づみニ付
　　　先日より雇置候ニ付席手ニ致候
一人足壱人　　　丸屋より
　　　　是ハすけニ遣被下候分
一壱人　　　　　　　寿　作
　　　　是もすけニ参呉候分
　十月九日
一水車流水場石ヅミ相湍堀子
　　明日引払ニ相参候ニ付堀子職人
　　人足并奉公人ニ至候迄夕飯ニ酒呉る
　　今日水車がわ立致候
　　酒壱斗程入用也　惣人数五十人余
　　　　　　　　上町
一芋　木鉢ニ壱ツ　　田村伴次郎
　蕪菜　壱ざら
〆
　　　　　　　　田麦
一なす拾三　　　　　長右衛門
一□
イ
□
ト
古煮二ため　　新　宅
　　　　　　但四升位
一右同断　　　　　　友　七
　　　　　　但弐升位
一蕪菜　壱ざる　　　新　屋
一菜　壱ざる　　　　三　平
一畑芋　壱盆　　　　寿　作
十月十三日
　　棟　上
　　呼　人
一新屋　　新宅　　寿作
　友七　　丸屋ハ平助参
　居候ニ付使不残候事
　棟上祝
一塩増魚弐本　　　新宅
　扇子　壱包
　〆
一芋がら　壱盆　保三郎
　〆
一角茶壱袋　　　寿　作
　芋から壱わ
　〆
　　　　　　　東うら
一明か　　　　　七右衛門
　　ぼて壱ツ（明カニ茗荷カ）
　〆
一明か　　　　　源左衛門
　芋　　壱盆
　〆
　上棟　祝儀
　　　　田麦大工　棟梁
一金弐朱也　　　　六　蔵
　　　外ニ下桐箱壱本
　　　　　同人父　脇棟梁
一同弐朱也　　　　常　蔵
一同壱朱也　　　　嘉平太
一同壱朱也　　　　忠左衛門
　　　　　　　　木挽
一同壱朱也　　　　仙二郎
　　　　　　　　木羽屋
一同壱朱也　　　　藤　松
　　　　　　　　左官
一同壱朱也　　　　豊　吉
　　　　　　　　堀子
一同壱朱也　　　　久　松
　　　　　　　　堀子
一同壱朱也　　　　勘次郎
　　　　　　　　大工
一銭三百弐拾文　　　久　作
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　柳太郎
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　健　吉
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　秀　吉
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　市太郎
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　又　八
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　平　吉
　　　　　　　　木羽屋
一同三百弐拾文　　　熊　吉
　　　　　　　　木羽
一同弐百四拾文　　　小三郎
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　亀　吉
　　〆金弐分三朱
　　　　　三貫百弐拾文
　　　賄ひ方左ニ
　一諸職人廿人
　　　外ニ新屋　新宅　寿作　豊吉
　　合廿四人
　　右者
　一家内並雇人共
　　　三拾三人
　　右者夕飯蕎麦膳之上ニ而
　　酒斗り 
（完）
［文献資料３］
第一土蔵改築記　―大正六年
「（前略）
十月九日工事落成祝ニ付、左ノ者ヲ招ク。
但今迄別ニ祝儀金ハ先年ノ例ヨリ多額ニス
　　　　　　　　　　上野
　祝儀金五円　棟梁大工　茂　吉
　扇子一包　方
　　（中略　　以下、職人略）
　　　　　　　　　　伊勢平治
　祝儀金弐円　　　堀子　幸三郎
　扇子一包
　　　　　　　　　　伊勢平治
　祝儀金壱円　　　堀子　富太郎
　扇子一包
　　　　　　　　　　　上野
　祝儀金壱円　　　堀子　亀　吉
　扇子一包
　　　　　　　　　　　野口
　祝儀金壱円　　　石工　六　蔵
　扇子一包
　但右石工丈ハ招カズ祝儀金ニ塩鱒ヲ添ヘ
送ル（後略）
　図９「水車家屋
立扣」表紙
　夕飯
　　蕎麦切　　 清酒　　　
　　辛味三品　つぼニ入膳ノ上
　　　　　　　さいニ出ス
　　木盆五ツ組
壱斗五升位六十人前
肴　
図 10　原文−上の縦線部分
　　　すし二鉢
　　数之子二鉢
　　ニしめ二鉢
　　但　にしん
　　　　芋
　　　　とうふ
　　　　なす
　　　　大根
